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通常総代会

　第27回通常総代会は、５月26日、能代市文化会館中
ホールにおいて開催されました。
　昨年に引き続き、新型コロナウィルス感染予防対策の
ため、書面による議決権行使をお願いし、実出席者27名
という少数での開催になりましたが、響地区の吉岡和男
総代を議長とし、全議案原案通り可決承認されました。

議長  吉岡和男氏（二ツ井町響地区）

あ 

い 

さ 

つ
代
表
理
事
組
合
長
　
金
　
野
　
忠
　
德

　

第
二
十
七
回
通
常
総
代
会
に
当
た

り
、
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
に
続
き
、
今
年
の
総
代
会
も
新

型
コ
ロ
ナ
の
関
係
で
総
代
の
皆
様
に
は

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
ご
来
賓
の
招
待
も
で
き
ず
寂

し
い
総
代
会
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
コ
ロ
ナ
も
、
世
界
中
に
広
ま
り

未
だ
に
終
息
の
兆
し
が
見
え
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
が
い
つ
ま
で
続
く

か
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
見
通
し
が
付
か

な
い
有
様
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
令
和

二
年
度
の
事
業
計
画
は
大
分
狂
い
ま
し
て
、

四
～
九
月
ま
で
は
丸
太
の
受
け
入
れ
態
勢
が

止
ま
り
素
材
生
産
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
影
響
も
あ
り
、
販
売
部
門
は
計
画
対

比
で
七
〇
％
と
な
り
、
三
億
三
七
〇
〇
万
円

の
取
扱
高
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
そ
の
分
、
森
林
整
備
と
利
用
部
門
は

計
画
対
比
一
四
五
％
の
二
億
九
二
〇
〇
万
円

と
な
り
ま
し
た
。
素
材
生
産
で
減
っ
た
分
を

保
育
事
業
で
カ
バ
ー
し
た
訳
で
あ
り
ま
す
。

　

後
程
担
当
の
課
長
か
ら
詳
し
く
説
明
を
し

て
も
ら
い
ま
す
。

　

次
に
令
和
三
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て

の
基
本
的
な
考
え
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

先
ず
コ
ロ
ナ
は
ま
だ
続
く
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、
保
育
部
門

を
重
点
的
に
考
え
た
計
画
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

具
体
的
に
は
、
秋
田
県
の
大
き
な
課
題
で

あ
り
ま
す
、
新
植
再
造
林
に
つ
い
て
で
あ
り

ま
す
。

　

現
在
秋
田
県
の
民
有
林
で
は
、
年
間

一
三
〇
〇
㏊
を
皆
伐
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

後
の
再
造
林
は
三
〇
〇
㏊
程
度
し
か
新
植
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
の
大
き
な
理
由
は
、
所
有
者
負
担
が
大

き
い
か
ら
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
対
策
と
し
て
、
当
組
合
で
は
、
所
有

者
負
担
分
を
組
合
で
助
成
し
て
お
り
ま
す
の

で
、組
合
員
の
皆
様
は
、自
己
負
担
ゼ
ロ
で
再

造
林
を
実
施
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
秋
田
県
内
で
は
、
当
組
合
が
初
め

て
で
あ
り
全
国
的
に
も
殆
ど
例
が
な
い
と
思

い
ま
す
。

　

次
に
中
国
木
材
の
能
代
進
出
に
つ
い
て
も

少
し
触
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

第27回

金野組合長のあいさつ

2



　

既
に
新
聞
な
ど
で
報
道
さ
れ
て
い
る
通
り

で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
全
国
一
の
製
材
工
場

が
能
代
に
く
る
こ
と
で
、
米
代
川
流
域
の
林

業
は
大
き
く
発
展
し
、
山
元
に
も
お
金
が
回

り
、
雇
用
に
関
し
て
も
、
一
五
〇
人
も
の
人

が
県
外
に
い
か
ず
地
元
に
と
ど
ま
る
と
な
れ

ば
、
地
域
経
済
に
与
え
る
影
響
も
相
当
あ
る

と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

二
五
〇
億
円
の
工
場
の
建
設
な
ど
に
三
年

近
く
か
か
る
よ
う
で
す
が
、
地
元
に
と
っ
て

は
、
近
年
に
な
い
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
す
が
、
今
年
も
先
程
申

し
上
げ
ま
し
た
通
り
、
か
な
り
変
化
に
富
ん

だ
年
と
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
組
合
員
や

総
代
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
計
画

し
た
事
業
を
無
災
害
で
遂
行
で
き
る
よ
う
精

一
杯
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
宜
し
く

お
願
い
を
申
し
上
げ
開
催
の
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

提  出  議  案
議案第１号　�令和２年度業務報告書の承認について
　　　　　　：別紙の通り承認願いたい。
議案第２号　�令和３年度事業計画書の決定について
　　　　　　：別紙の通り決定願いたい。
議案第３号　�令和３年度一組合員に対する貸付金

の最高限度について
　　　　　　：�一組合員に対する貸付金の最高限

度を500万円に決定願いたい。
　　　　　　　�ただし、森林組合財務処理基準令

第３条に基づく農林水産大臣の指
定する貸付金を除く。

議案第４号　�令和３年度借入金の最高限度について
　　　　　　：�令和３年度における借入金の最高

限度を３億円に決定願いたい。
議案第５号　�令和３年度理事及び監事の報酬決定

について
　　　　　　１�．令和３年度における理事の報

酬は、14名で総額7,908千円とし、
各理事の報酬額についてはその範
囲内において理事会に一任する。

　　　　　　２�．令和３年度における監事の報酬
は、３名で総額984千円とし、各
監事の報酬額についてはその範囲
内において監事会に一任する。

議案第６号　�令和３年度債務保証の最高限度につ
いて

　　　　　　：�令和３年度における本組合の債
務保証の最高限度を5,000万円に、
一組合員の債務に対する債務保証
の最高限度を500万円に決定願い
たい。

議案第７号　�余裕金の預入先金融機関について、
次のとおり決定願いたい。

　　　　　　：�農林中央金庫秋田支店、あきた白
神農業協同組合管内各支店、秋田
やまもと農業協同組合管内各支
店、秋田銀行管内各支店、北都銀
行管内各支店、みちのく銀行能代
支店。

議案第８号　出資配当金の増資について
　　　　　　：�令和２年度出資配当金を令和３年

度において、本組合に増資するこ
とを決定願いたい。

議案第９号　�退任役員に対する慰労金の支給につ
いて

議案第10号　定款の一部改正について（別紙１）

附帯決議事項
　１�．決議事項中、行政庁の認可承認等を必要とするものについて、総代会決議の内容を変えない字句
等の変更は理事会に一任する。

　２�．年度途中で事業計画の一部について軽微な変更を要するに至ったときは、理事会で計画の変更が
できることを承認する。
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事 業 計 画

繋
が
る
よ
う
努
め
、﹁
伐
っ
て
・
植
え
て
・
育

て
る
﹂
森
林
資
源
の
循
環
利
用
を
推
進
し
て
参

り
ま
す
。

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
補
助
金
を
活
用
し
て

再
造
林
を
積
極
的
に
推
進
し
、
所
有
者
負
担
ゼ

ロ
を
目
指
し
て
森
林
資
源
の
循
環
利
用
を
進
め

て
参
り
ま
す
。

　

森
林
経
営
管
理
制
度
に
つ
い
て
は
、
所
有
者

配
置
図
を
作
成
し
て
森
林
の
管
理
状
況
を
確
認

す
る
﹁
経
営
管
理
状
況
調
査
﹂、
現
地
立
会
等

に
よ
り
所
有
界
を
調
査
す
る
﹁
境
界
調
査
﹂
等

を
今
年
度
も
計
画
し
て
い
る
市
町
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
資
格
を
有
す
る

職
員
が
積
極
的
に
協
力
し
、
管
内
森
林
情
報
の

精
緻
化
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

森
林
整
備
部
門

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
新
年
度

に
入
っ
て
か
ら
も
猛
威
を
ふ
る
い
、
大
都
市
で

は
第
４
波
に
入
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、

秋
田
県
に
お
い
て
も
、
一
部
地
域
で
ク
ラ
ス

タ
ー
が
発
生
す
る
な
ど
、
今
後
も
予
断
を
許
さ

な
い
状
況
に
あ
る
と
強
い
危
機
感
を
感
じ
て
お

り
ま
す
。

　

当
組
合
の
令
和
３
年
度
の
事
業
に
つ
い
て
で

す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
ま
だ

ま
だ
続
く
も
の
と
考
え
て
お
り
、
事
業
計
画
の

柱
は
、
秋
田
県
の
課
題
で
も
あ
る
﹁
再
造
林
﹂

を
含
む
、
森
林
整
備
事
業
を
中
心
と
し
て
事
業

展
開
し
て
参
り
ま
す
。

　

組
合
員
の
森
林
整
備
の
柱
で
あ
る
、
造
林
補

助
事
業
の
取
扱
計
画
は
、
前
年
比
１
３
４
％
と

し
、
部
門
全
体
で
も
、
前
年
比
１
１
２
％
を
見

込
ん
で
お
り
ま
す
。
逆
に
、
素
材
生
産
事
業
を

含
む
販
売
部
門
に
つ
い
て
は
、
木
材
価
格
や
需

給
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
の
実
施
と
な
る
だ
ろ

う
と
予
測
し
、
前
年
比
86
％
の
計
画
と
し
て
お

り
ま
す
。

　

森
林
経
営
管
理
制
度
に
関
し
て
は
、
経
営

管
理
状
況
調
査
、
境
界
調
査
等
で
、
前
年
比

１
７
５
％
の
事
業
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

　

又
、
今
年
度
の
公
的
機
関
の
利
用
に
つ
き
ま

し
て
は
、
森
林
管
理
署
、
秋
田
県
・
管
内
各
市

町
の
ほ
か
、
森
林
研
究
・
整
備
機
構
及
び
秋
田

県
林
業
公
社
か
ら
の
森
林
整
備
事
業
及
び
木
材

の
買
取
等
の
入
札
に
参
加
し
、
地
域
の
負
託
に

応
え
て
参
り
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
に
よ
り
、
引
き
続
き
厳
し
い
年
に

な
る
だ
ろ
う
と
覚
悟
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の

よ
う
な
状
況
下
で
も
、
職
員
・
技
能
職
員
の
雇

用
を
守
り
つ
つ
、
業
績
向
上
に
精
一
杯
努
力
し

て
参
り
ま
す
の
で
、
特
段
の
ご
指
導
、
ご
協
力

を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

組
合
員
研
修
会
、
地
区
座
談
会
を
通
じ
、
組

合
員
の
皆
様
か
ら
の
意
見
・
要
望
に
的
確
に
対

応
致
し
ま
す
。

　
﹁
造
林
︵
植
栽
︶
促
進
助
成
費
﹂
を
継
続
強

化
し
、
組
合
員
負
担
ゼ
ロ
で
の
植
栽
事
業
を
目

指
し
、
管
内
再
造
林
率
向
上
へ
貢
献
し
ま
す
。

　

素
材
生
産
の
コ
ス
ト
低
減
に
一
層
取
り
組

み
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
林
業
収
入
ア
ッ
プ
に

指
導
部
門

販
売
部
門

令和３年度
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令和２年４月１日から令和３年３月31日まで （単位：千円）

（単位：千円）

※　次期繰越剰余金中、教育情報資金は、2,100千円である。

令和３年４月１日から令和４年３月31日まで （単位：千円）

（単位：人、口、千円）

（注意）端数処理の関係で、合計が一致しない場合があります。

組合員数及び出資金（R3.3.31現在）

科　　目 内　　訳 小　計 合　計
Ⅰ当期未処分剰余金 当期剰余金 35,540

繰越剰余金 6,274
計 41,814

Ⅱ剰余金処分額 34,287
1 法定準備金 当期剰余金の5分の1以上 30,000
2 任意積立金
3 出資配当金 出資額の2％ 4,287
4 事業分量配当金

Ⅲ次期繰越剰余金 7,528

資格区分 組合員数 出資口数 出資金額

正 組 合 員 4,310 214,117 214,117

准 組 合 員 13 362 362

合　　計 4,323 214,479 214,479

口人 千円

令和２年度　剰余金処分案

損 益 計 算 書
損　益　計　画

科　　　目 小　計 合　計
Ⅰ 事 業 総 損 益
1 事 業 総 収 益 759,206
2 事 業 総 費 用 576,387
事 業 総 利 益 182,819

Ⅱ 事 業 損 益
1 人 件 費 107,038
2 旅 費 交 通 費 1,600
3 事 務 費 864
4 業 務 費 2,425
5 諸 税 負 担 金 3,166
6 施 設 費 19,995
7 雑 費 1,261

事 業 管 理 費 計 136,349
事 業 利 益 46,470

Ⅲ 経 常 損 益
1 事 業 外 収 益 5,668
2 事 業 外 費 用 1,458
事 業 外 損 益 4,210
経 常 利 益 50,679

Ⅳ 特 別 損 益
1 特 別 利 益 0
2 特 別 損 失 19
特 別 損 益 ▲　　19

税 引 前 当 期 利 益 50,679
法人税、住民税及び事業税額 ▲15,139
当 期 剰 余 金 35,540
前 期 繰 越 剰 余 金 6,274
当期未処分剰余金 41,814

科　　　目 小　計 合　計
Ⅰ 事 業 総 損 益
1 事 業 総 収 益 748,523
2 事 業 総 費 用 604,664
事 業 総 利 益 143,859

Ⅱ 事 業 損 益
1 人 件 費 78,576
2 旅 費 交 通 費 3,338
3 事 務 費 2,401
4 業 務 費 5,131
5 諸 税 負 担 金 6,479
6 施 設 費 22,902
7 雑 費 1,751

事 業 管 理 費 計 120,578
事 業 利 益 23,281

Ⅲ 経 常 損 益
1 事 業 外 収 益 2,154
2 事 業 外 費 用 590
事 業 外 損 益 1,564
経 常 利 益 24,845

Ⅳ 特 別 損 益
1 特 別 利 益 0
2 特 別 損 失 10,000
特 別 損 益 ▲10,000

税 引 前 当 期 利 益 14,845
法人税、住民税及び事業税額 ▲ 6,400
当 期 剰 余 金 8,445
前 期 繰 越 剰 余 金 7,527
当期未処分剰余金 15,972

令和２年度

令和３年度

令和２年度　損益計算書 令和３年度　損 益 計 画
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■木材センター　　■合板工場　　■輸出　　■火力混焼用チップ
■バイオ発電用チップ　　■広葉樹チップ

木材センター
11,571㎥

41％

合板工場
4,553㎥　16％
合板工場

4,553㎥　16％

輸出
8,316㎥
29％

輸出
8,316㎥
29％

バイオ発電用チップ
1,135㎥　4％

広葉樹チップ
815㎥
　3％

合計
28,520㎥

火力混焼用チップ
2,130㎥　7％

火力混焼用チップ
2,130㎥　7％

令和２年度  素材の出荷先別割合
（林業公社含まず）

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

数量

４月 １月 ２月 ３月５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

465 316
951213

308

1,4481,589

895

3,362

129

令和２年度  能代港への輸出用原木出荷実績

直近開催の木材共販結果（第378回、入札日：令和３年６月１日）

★出品材積：1,403㎥ ★売払材積：1,403㎥

★販売金額：15,858千円 ★平均価格：11,284円／㎥

★共販参加者：12社 ★販 売 者：７社 ★販売率：100％

〈共販概況〉
１．価格状況：�全体の平均販売単価は11,284円

であった。主要４規格の単価は
例年以上の単価を維持している。
今後は出材量が減ってくるため
この状況が続くと見込まれる。

２．需要状況：�ウッドショックの影響により国
産原木の価格が高騰している、
しばらくこの状況が続きそうで
ある。

３．入札状況：�入札に付した25物件に12社が応
札し、全量落札、１物件当たりの
平均応札枚数は3.6枚であった。

径級別単価の詳細 （単位：円）
径級範囲
（㎝）

１㎥単価 石単価
安　値 高　値 平　均 前月比 平　均

10～14
16～22 ― 12,898 12,898 ↑ 3,583
24～28 14,510 14,533 14,521 ↑ 4,034
30～34 13,007 13,051 13,033 ↑ 3,620
36～44 11,412 11,211 11,334 → 3,148
46～ ― 12,073 12,073 ↑ 3,354

素材規格径級範囲（㎝）： 24～2816～22 30～3410～14 平均単価

単位：円/㎥

10,000

11,000

12,000

13,000

14,000

15,000

７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月
5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

11,000

12,000

13,000

14,000

15,000

9,400

10,497 10,874

12,418

11,125

13,951
14,292 14,270

13,934 13,563

5,397

8,285
8,620

10,33810,338

10,561

7,681 7,793

11,890 11,902

11,902

8,281 8,446

12,898

13,033

8,243

6,146

8,147

9,309

8,995

10,240

10,92710,927 11,113

11,732

10,491

11,851

10,671 10,675 10,602
11,284

7,952

8,396

9,707

11,869

13,010

11,470

12,016

11,861

12,033

12,011

14,521

木材流通センター主要規格材の平均販売単価推移（昨年７月から本年６月まで）

白神木材流通センター木材共販結果及び市況動向
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国
内
最
大
手
の
製
材
会
社
で
あ
る

﹁
中
国
木
材
﹂︵
本
社
・
広
島
県
呉
市
︶

が
、
能
代
市
に
進
出
す
る
た
め
の
基
本

協
定
を
同
市
と
締
結
し
た
。

　

新
工
場
は
、
能
代
工
業
団
地
内
の
分

譲
地
27
㏊
を
活
用
し
て
建
設
す
る
計
画

で
、
従
業
員
１
８
０
名
を
見
込
み
、
内

１
４
０
名
程
度
を
地
元
雇
用
し
、
令
和

６
年
４
月
か
ら
の
本
格
稼
働
に
向
け
て

動
き
出
し
た
。

　

同
社
に
よ
る
と
、
能
代
市
へ
の
進
出

の
決
め
手
と
し
て
、
米
代
川
流
域
に
豊

富
に
あ
る
原
木
と
国
内
外
へ
の
拠
出
拠

点
と
な
る
能
代
港
が
あ
る
こ
と
を
挙

げ
、
秋
田
県
は
ス
ギ
人
工
林
面
積
が
日

本
一
だ
が
、
伐
採
量
は
宮
崎
に
次
ぐ
２

位
で
あ
り
、
素
材
供
給
へ
の
大
き
な
可

能
性
が
あ
る
と
判
断
、
こ
れ
ま
で
は
米

ドローン導入!!
　

事
業
現
場
等
の
撮
影
用
カ
メ
ラ
と

し
て
撮
影
用
ド
ロ
ー
ン
を
一
台
購
入

し
ま
し
た
。
現
場
の
事
前
調
査
や
現

場
の
進
捗
状
況
の
把
握
な
ど
多
岐
に

わ
た
っ
て
の
活
用
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　

今
回
購
入
し
た
機
種
︵M

A
V
IC�

A
ir2�M

ore�Com
bo

︶
は
エ
ン
ト

リ
ー
モ
デ
ル
で
す
が
、
ジ
ャ
イ
ロ
セ

ン
サ
ー
や
気
圧
セ
ン
サ
ー
な
ど
多
種

の
セ
ン
サ
ー
を
搭
載
し
て
お
り
、
初

心
者
で
も
扱
い
や
す
い
と
の
こ
と
で

す
。

　

ま
た
、
ド
ロ
ー
ン
の
導
入
に
伴
い

今
年
５
月
に
は
組
合
職
員
８
名
が
大

館
市
雪
沢
地
区
の
東
光
鉄
工
㈱
※
Ｕ

Ａ
Ｖ
事
業
部
に
お
い
て
操
縦
方
法
、

機
体
の
機
能
、
環
境
に
よ
る
影
響
、

法
令
な
ど
に
つ
い
て
研
修
を
受
講

し
、
屋
外
演
習
場
に
て
操
縦
体
験
等

を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

※�

Ｕ
Ａ
Ｖ
︙

　
　

unm
anned��aerial�vehicle

：

　
　

無
人
航
空
機

国
内
最
大
手
の

中
国
木
材
が
能
代
へ
‼

国
産
材
に
頼
っ
て
き
た
が
、
価
格
高
騰

な
ど
を
背
景
に
供
給
力
に
問
題
が
あ
る

と
考
え
、
国
産
材
を
し
っ
か
り
と
使
っ

て
い
き
た
い
と
い
う
方
針
を
立
て
た
。

ス
ギ
は
蓄
積
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
成
長
す
る
量
に
追
い
つ
か
な
い
程

度
の
生
産
し
か
で
き
て
お
ら
ず
、
こ
の

資
源
を
活
か
し
た
い
。
と
考
え
た
と
の

事
で
あ
っ
た
。

　

又
、
同
社
は
、
再
造
林
に
も
言
及
し
、

原
木
の
グ
レ
ー
ド
に
応
じ
た
適
正
価
格

で
購
入
し
、
山
元
に
お
金
が
残
る
仕
組

み
づ
く
り
に
取
り
組
み
た
い
。
と
も
話

し
、
全
国
的
な
課
題
で
も
あ
る
、
再
造

林
の
推
進
に
も
理
解
を
示
し
て
い
る
。

　

私
共
、
森
林
所
有
者
に
と
っ
て
、
地

元
に
木
材
の
供
給
先
が
増
え
る
こ
と
は

喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
、
需
要
が
増
え

れ
ば
そ
れ
が
価
格
に
反
映
さ
れ
、
山
元

の
森
林
所
有
者
へ
の
お
金
が
増
え
る
と

再
造
林
も
進
み
、
そ
れ
が
森
林
資
源
の

循
環
に
も
繋
が
っ
て
い
く
。

　

県
産
材
の
販
路
拡
大
、
再
造
林
の
推

進
、
減
り
続
け
る
林
業
労
働
者
の
確
保

と
い
う
、
秋
田
の
林
業
が
抱
え
る
課
題

が
、
中
国
木
材
の
進
出
に
よ
っ
て
、
大

き
く
改
善
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
期

待
し
て
い
る
。

購入機：ＭＡＶＩＣ Ａｉｒ２

購入機による下刈事業現場の空撮

購入機を持参しての研修（大館市雪沢地区）

森林整備事業での活躍に期待‼

能代市で講演する
中国木材 石橋取締役
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こ
の
春
、
高

校
を
卒
業
し
ま

し
た
森
崇
太
郎

で
す
。
趣
味
は

サ
イ
ク
リ
ン
グ

や
映
画
鑑
賞
で
す
。
私
は
理
系
の
植
物

に
興
味
が
あ
り
、
な
お
か
つ
自
然
の
中

で
仕
事
を
し
た
い
と
考
え
、
こ
の
職
場

に
就
職
し
ま
し
た
。
二
か
月
間
仕
事
を

さ
せ
て
頂
き
、
自
然
相
手
の
仕
事
で
あ

り
常
に
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
と
い
う
事

の
ほ
か
に
、
天
候
の
変
化
な
ど
現
場
の

状
況
変
化
に
臨
機
応
変
に
対
応
し
て

い
く
能
力
も
問
わ
れ
る
と
感
じ
ま
し

た
。
現
場
で
は
地
元
愛
溢
れ
る
能
代
弁

が
飛
び
交
い
、
活
気
に
満
ち
溢
れ
て
毎

日
新
し
い
発
見
が
あ
り
と
て
も
楽
し
い

で
す
。
作
業
に
用
い
る
道
具
も
様
々
で

　

私
は
、以
前
、

建
設
業
に
十
六

年
ほ
ど
従
事
し

て
お
り
ま
し

た
。
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
、
刈
払
機
な
ど
は
、
多
少
は
使
用

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
林
業
と
い
う
仕

事
は
経
験
が
な
く
初
め
て
の
仕
事
に
な

り
ま
す
。

　

こ
の
春
か
ら
仕
事
を
始
め
て
約
二
か

月
半
経
ち
ま
す
が
、
初
め
て
の
仕
事
や

見
た
こ
と
の
な
い
仕
事
が
多
く
、
今
は

ま
だ
足
を
引
っ
張
ら
な
い
よ
う
に
、
仕

事
を
確
実
に
覚
え
な
が
ら
、
つ
い
て
い

く
の
が
や
っ
と
で
す
。

　

私
に
指
導
を
し
て
く
だ
さ
る
指
導
員

秋田県林業経営コンクール表彰者
林
業
経
営
の
部

優
良
賞

　
加
藤
　
徳
良
︵
藤
里
町
︶

秋
田
県
知
事
感
謝
状

　
寺
沢
共
有
林
︵
八
峰
町
︶

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため表彰式は中止となりました。

森　崇太郎安井　勇介

初
め
て
使
う
も
の
ば
か
り
で
す
。
道
具

を
大
切
に
安
全
に
使
う
こ
と
で
仕
事
の

能
率
に
直
結
し
て
い
く
と
い
う
事
も
指

導
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。
刈
払
機
や

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
講
習
も
受
講
さ
せ
て

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

安
全
に
怪
我
無
く
使
用
し
て
い
け
る
技

術
を
身
に
付
け
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
先
輩
方
の
仕
事
の
技
術
を
学
び
、

現
場
の
戦
力

に
な
れ
る
よ

う
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
の

で
、
今
後
と

も
ご
指
導
よ

ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま

す
。

の
方
や
先
輩
方
は
、
時
に
優
し
く
時
に

厳
し
く
仕
事
に
対
す
る
姿
勢
や
安
全
に

対
す
る
意
識
な
ど
を
指
導
し
て
く
だ
さ

り
、
仕
事
や
安
全
に
対
す
る
意
識
の
高

さ
を
感
じ
な
が
ら
仕
事
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
先
も

常
に
仕
事
や

安
全
に
対
す

る
高
い
意
識

を
持
ち
な
が

ら
、
高
い
技

術
を
身
に
つ

け
て
頑
張
り

た
い
と
思
い

ま
す
。

ホームページにも各種届出について掲載されております。
☎0185－54－9300

『組合員』のお名前、住所など
変更についてご連絡お待ちしております。

　総代会において、全組合員に対し出資金の２％
の配当について承認をいただきました。これも偏
に組合員の皆様のお陰と心より感謝申し上げます。
　「出資配当及び出資金証明書」は大切に保管して
ください。

五期連続の出資配当

技能職員の紹介 頑張ってます！

第55回

森
林
整
備
推
進
功
労
の
部

採 用新

秋
田
県
森
と
水

の
協
会
長
賞

︵

︵

組合員登録内容の変更には
届出が必要です
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